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開館当時の図書館

開
館
百
周
年 

 

 

神
戸
市
立
図
書
館
が
明
治
四
十
四
（
一

九
一
一
）
年
十
一
月
十
日
に
開
館
し
て
か

ら
、
百
周
年
を
迎
え
た
。 

開
館
時
の
建
物
は
、
初
代
の
神
戸
市
庁

舎
を
改
装
し
た
建
物
で
、
相
生
町
一
丁
目

に
あ
っ
た
。
大
正
八
年
の
『
神
戸
市
新
圖 

實
地
踏
査
』
で
見
る
と
、
神
戸
駅
の
北
東

す
ぐ
の
場
所
に
あ
り
、
図
書
館
の
西
側
に

商
業
会
議
所
、
南
側
の
栄
町
通
を
挟
ん
で

眼
と
鼻
の
先
（
東
側
）
に
鈴
木
商
店
本
店
、

交
差
点
を
挟
ん
で
そ
の
斜
め
向
い
に
神
戸

新
聞
社
が
あ
っ
た
。 

鈴
木
商
店
は
、
大
正
期
に
隆
盛
を
極
め

た
大
商
社
（
財
閥
）
で
あ
り
、
城
山
三
郎

の
『
鼠
』
に
も
描
か
れ
た
よ
う
に
、
米
騒

動
の
最
中
の
大
正
七
年
八
月
十
二
日
、
湊

川
公
園
か
ら
押
し
寄
せ
た
群
衆
に
よ
る
焼

討
ち
で
、
三
階
建
の
本
店
が
焼
失
し
た
。

午
後
八
時
半
か
ら
十
一
時
頃
の
出
来
事
で
、

当
時
図
書
館
は
午
後
十
時
（
四
月
～
九

月
）
ま
で
開
館
し
て
お
り
、
幸
い
に
し
て

類
焼
は
免
れ
た
が
、
そ
の
時
館
内
に
い
た

利
用
者
や
職
員
は
、
窓
外
の
歴
史
的
事
件

を
ど
の
よ
う
な
思
い
で
見
た
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
後
、
市
立
図
書
館
は
大
正
十
年
、

現
在
の
大
倉
山
公
園
に
新
築
・
移
転
し
、

「
大
倉
山
の
図
書
館
」
と
呼
ば
れ
て
、
市

民
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。 



－神戸市立図書館開館100周年記念号－ 

今
号
は
、
神
戸
市
立
図
書
館
開
館
百
周

年
記
念
号
と
し
て
、
開
館
当
時
の
神
戸
に

関
連
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
絵
葉

書
は
、
明
治
四
十
五
年
図
書
館
開
館
式
記

念
の
も
の
で
す
。
） 

 

明
治
時
代
発
行
の
神
戸
案
内 

 
  

神
戸
み
や
げ
名
勝
案
内 
高
梨
東
神
堂

編
・
発
行 

 

 
 

市
制
十
六
年
目
の
明
治
三
十
八
年
に

発
行
さ
れ
た
観
光
案
内
で
、
十
一
ヶ
所

の
名
所
が
カ
ラ
ー
ペ
ー
ジ
を
含
め
て
紹

介
さ
れ
て
い
る
。 

布
引
の
滝
・
諏
訪
山
・
清
盛
塚
は
現

在
も
当
時
と
変
わ
ら
ぬ
姿
の
一
方
、
電

気
鉄
道
・
湊
川
遊
園
は
姿
を
消
し
た
。

米
利
堅

メ

リ

ケ

ン

波
止
塲
・
神
戸
停
車
場
・
和

田
ヶ
崎
は
様
変
わ
り
し
、
生
田
神
社
・

湊
川
神
社
・
能
福
寺
大
仏
は
そ
れ
ぞ
れ

再
建
さ
れ
、
百
年
余
り
の
間
の
社
会
の

変
化
が
感
じ
ら
れ
る
。 

        

図書館全景と閲覧室の光景 

神
戸
港 

田
中
鎮
彦
（
神
戸
港
編
纂
事
務

所
） 

こ
の
本
は
明
治
三
十
八
年
に
出
版
さ

れ
た
も
の
で
、
元
神
戸
市
長
鳴
瀧
幸
恭

が
序
文
を
寄
せ
て
い
る
。
内
容
は
、
神

戸
の
沿
革
史
を
は
じ
め
、
神
戸
港
に
船

籍
を
持
つ
船
舶
の
一
覧
、
貿
易
関
係
の

統
計
、
各
種
業
者
の
名
簿
、
名
勝
古
跡

案
内
な
ど
様
々
な
資
料
が
盛
り
込
ま
れ
、

当
時
の
神
戸
の
状
況
が
よ
く
わ
か
る
。

中
で
も
、
旧
居
留
地
の
外
国
商
館
の
営

業
案
内
は
、
神
戸
に
お
け
る
外
国
人
の

様
子
を
知
る
上
で
重
要
な
資
料
と
い
え

る
だ
ろ
う
。 

 

神
戸
の
花 
農
美
重
由
（
辻
岩
雄
） 

神
戸
の
花
、
と
い
っ
て
も
植
物
の
本

で
は
な
い
。
明
治
三
十
年
に
書
か
れ
た

神
戸
の
案
内
書
、
い
わ
ば
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
で
あ
る
。
当
時
、
神
戸
で
関
西
府
県

連
合
共
進
会
、
第
二
回
大
日
本
水
産
博

覧
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
続
い
て
い
た

た
め
、
そ
の
観
光
客
を
目
当
て
に
書
か

れ
た
と
い
う
。 

神
戸
の
歴
史
、
地
理
を
は
じ
め
、
官

公
庁
、
名
所
旧
跡
、
居
留
地
、
飲
食
店
、

宿
、
遊
郭
な
ど
の
紹
介
、
人
力
車
の
料

金
も
詳
細
に
載
っ
て
い
る
。
百
十
年
以

上
前
の
神
戸
へ
行
け
そ
う
な
気
に
さ
せ

ら
れ
る
本
で
あ
る
。 

豪
商
神
兵
湊
の
魁 

垣
貫
與
祐
著
・
発
行

復
刻
版 

神
戸
史
学
会
複
製 

 
 

本
書
は
、
明
治
十
五
年
に
出
版
さ
れ

た
神
戸
と
兵
庫
の
店
を
絵
入
り
で
案
内

し
た
も
の
。
当
時
の
神
戸
と
は
、
今
の

元
町
や
神
戸
駅
あ
た
り
を
指
す
。 

 
 

神
戸
で
は
、
お
茶
と
並
ん
で
コ
ー

ヒ
ー
が
販
売
さ
れ
、
饅
頭
と
と
も
に
カ

ス
テ
ラ
が
並
ぶ
。
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
を

売
る
店
、
西
洋
雑
貨
や
靴
、
こ
う
も
り

傘
の
店
な
ど
ハ
イ
カ
ラ
な
店
が
多
い
。 

 

一
方
、
兵
庫
で
は
、
昔
な
が
ら
の
店

が
並
び
、
海
辺
に
は
造
船
所
や
船
具
を

扱
う
店
が
見
え
る
。
名
所
旧
跡
や
食
事

所
も
紹
介
さ
れ
、
神
戸
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
と
も
な
っ
て
い
る
。 

 

 

写
真
・
絵
葉
書
で
み
る
明
治
の
神
戸 

 
 

明
治
の
神
戸
懐
古
冩
眞
聚
―
市
政
１
０
０

周
年
記
念 

中
右
瑛
（
交
友
出
版
） 

明
治
の
頃
、
外
国
人
向
け
の
お
土
産

品
と
し
て
作
ら
れ
た
蒔
絵
ア
ル
バ
ム
の

中
か
ら
、
神
戸
の
写
真
を
選
び
冊
子
に

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。 

海
や
山
か
ら
望
む
美
し
い
神
戸
市
街

や
港
、
洋
館
の
立
ち
並
ぶ
海
岸
通
り
、

に
ぎ
や
か
な
元
町
通
り
や
生
田
神
社
界

隈
、
市
中
を
走
る
鉄
道
線
路
や
そ
れ
を

跨
ぐ
相
生
橋
な
ど
、
手
彩
色
を
施
し
た

写
真
か
ら
は
往
古
の
姿
が
し
の
ば
れ
る
。 

明
治
・
大
正
神
戸
の
お
も
か
げ
集
―
写
真
、

版
画
に
見
る
明
治
・
大
正
の
神
戸 

荒
尾

親
成
（
中
外
書
房
） 

 
 

郷
土
史
家
で
あ
り
、
神
戸
市
立
南
蛮

美
術
館
（
現
神
戸
市
立
博
物
館
）
館
長

を
務
め
た
荒
尾
親
成
が
、
自
ら
収
集
し

て
い
た
明
治
・
大
正
時
代
の
神
戸
の
写

真
や
版
画
に
説
明
を
つ
け
て
ま
と
め
た

一
冊
。 

 
 

布
引
の
滝
、
居
留
地
に
数
多
く
建
ち

始
め
た
洋
風
ホ
テ
ル
、
和
田
岬
の
水
族

館
、
飛
行
機
揺
籃
期
の
飛
行
大
会
（
飛

行
シ
ョ
ー
）
、
婦
人
専
用
電
車
、
現
在

の
王
子
動
物
園
あ
た
り
の
関
西
学
院

チ
ャ
ペ
ル
（
現
神
戸
文
学
館
）
、
チ
ン

ド
ン
屋
、
東
遊
園
地
の
ク
リ
ケ
ッ
ト
ク

ラ
ブ
と
い
っ
た
、
今
と
な
っ
て
は
話
と

し
て
聞
く
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
「
お
も
か
げ
」
が
ユ
ー
モ
ア

あ
ふ
れ
る
説
明
文
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

   

 

 

務

 

景と

 

の光

 

覧室

   

閲 事 室

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=PvolBook&kobeid=CT%3A7000135065&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000000204
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=PV%3A0000053722&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000053722
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=PV%3A0000234251&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000234251
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=PV%3A0005065945&mode=one_line&pvolid=PV%3A0005065945
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=PvolBook&kobeid=CT%3A7000109543&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000256035
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A0000106442&mode=one_line&kobeid=PV%3A0000106442
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生
誕
百
年
・
神
戸
ゆ
か
り
の
人
物  

 
神
戸
｜

我
が
幼
き
日
の
… 

田
宮
虎
彦 

小
松
益
喜
（
中
外
書
房
） 

明
治
四
十
四
年
八
月
五
日
、
東
京
に

生
ま
れ
た
田
宮
虎
彦
は
、
今
年
生
誕
百

年
を
迎
え
た
。
「
私
に
は
ふ
る
さ
と
が

二
つ
あ
る
」
と
い
う
田
宮
が
、
そ
の
ひ

と
つ
で
あ
る
神
戸
へ
の
思
い
を
込
め
た

エ
ッ
セ
ー
集
。 

船
員
だ
っ
た
父
の
関
係
で
、
下
関
、

姫
路
と
移
り
、
大
正
二
年
五
月
か
ら
昭

和
五
年
の
春
ま
で
神
戸
で
暮
ら
し
た
。 

「
開
港
都
市
神
戸
を
、
私
た
ち
少
年
は

誇
り
に
思
っ
て
い
た
。
旧
居
留
地
か
ら

海
岸
通
り
へ
つ
づ
く
ビ
ル
の
街
。
繁
華

な
元
町
通
り
。
華
僑
の
店
が
軒
を
つ
ら

ね
て
い
る
南
京
町
。
」
一
人
の
少
年
が

見
た
大
正
か
ら
昭
和
初
め
に
か
け
て
の

神
戸
が
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
書

前
半
は
、
小
松
益
喜
の
画
文
集
と
な
っ

て
い
る
。 

        

図書の整理と閲覧室の光景 

花
森
安
治
の
仕
事 

酒
井
寛
（
朝
日
新
聞

社
） 

花
森
安
治
は
神
戸
に
生
ま
れ
、
小
学

校
で
は
田
宮
虎
彦
と
同
級
、
神
戸
三
中

（
現
長
田
高
校
）
で
は
一
年
上
級
に
淀

川
長
治
、
同
学
年
に
宮
崎
辰
雄
が
い
た
。

高
校
浪
人
の
一
年
間
、
大
倉
山
の
市
立

図
書
館
に
通
い
「
図
書
館
か
ら
は
港
が

よ
く
見
え
、
窓
が
あ
い
て
い
る
と
、
汽

笛
が
き
こ
え
た
。
」
と
記
し
て
い
る
。 

「
暮
ら
し
の
手
帖
」
創
刊
か
ら
死
去

ま
で
編
集
長
を
務
め
た
生
涯
を
関
係
者

へ
の
取
材
を
中
心
に
ま
と
め
、
昭
和
六

十
二
年
、
朝
日
新
聞
に
連
載
。
翌
年
に

加
筆
発
行
さ
れ
た
の
が
本
書
で
あ
る
。 

 

私
の
履
歴
書
｜
神
戸
の
都
市
経
営 

宮
崎

辰
雄
（
日
経
事
業
出
版
社
） 

本
書
は
、
第
十
三
代
市
長
宮
崎
辰
雄

の
出
生
か
ら
昭
和
六
十
年
ま
で
の
半
生

を
綴
っ
た
も
の
。 

「
最
小
の
市
民
負
担
で
最
大
の
市
民

福
祉
」
を
目
標
に
し
た
都
市
経
営
で
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
造
成
、
ポ
ー
ト
ピ

ア
‘81
の
開
催
、
中
国
天
津
と
の
友
好
都

市
提
携
、
神
戸
ワ
イ
ン
の
発
売
な
ど
先

駆
的
行
政
を
展
開
し
た
。 

手
が
け
た
事
業
に
つ
い
て
自
ら
語
る

言
葉
は
、
神
戸
を
愛
す
る
気
持
ち
と
市

政
に
か
け
る
情
熱
に
満
ち
て
い
る
。 

〓
新
し
く
入
っ
た
本
〓 

 

千
日
の
旅
｜
石
上
玄
一
郎
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー 

荒
川
洋
治
編
・
解
説
（
未
知
谷
） 

心
の
ケ
ア
｜
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
東

北
へ 

加
藤
寛 

最
相
葉
月
（
講
談
社
） 

               

  

        

書庫探訪 その25 

『神戸古版画集』  

 
長谷川小信（2代長谷川貞信）は嘉永元年（1840）、大阪に生まれました。

父は茶巾袱紗商の三男から志して絵師となった初代貞信で、この父から画技の

手ほどきを受け、小信も絵の道に入ります。役者絵を中心とする当時の上方浮

世絵界にあって、芝居絵を描く一方で文明開化期の世相や風俗を題材にした多

くの作品も残しました。 

『神戸古版画集』（昭和11年）は、小信による明治初期の風景版画を集め

たものです。神戸港や居留地などを描いた作品には、東西の風俗が混在してい

ます。布引の滝や和田岬の遠景には外国船や幕末の砲台が見えます。画中には

外国人とともに市井の人々の姿もあり、小信の精緻な画風は、彼らの目にする

日常の景色がまさに変化のさなかにあったのだということを、感じさせてくれ

ます。 

そ
の
日
の
久
坂
葉
子 

柏
木
薫
（
編
集
工

房
ノ
ア
） 

五
国
豊
穣
兵
庫
の
う
ま
い
も
ん
巡
り
｜
特

産
食
材
＆
滋
味
レ
シ
ピ 

白
井
操
監
修 

手
を
つ
な
ぐ
兵
庫
県
産
う
ま
い
も
ん
ネ
ッ

ト
編
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

摂州神戸布引滝より 

海岸を見る図 

                                神戸市                                    
                                            

          

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7000149963&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000186393
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A0302936322&mode=one_line&pvolid=PV%3A0005055860
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A0305399296&mode=one_line&pvolid=PV%3A0000668663
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200096416&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200205807
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200096647&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200209527
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200095896&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200208349
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&kobeid=CT%3A7200097113&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200208007
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桃
木
書
院
図
書
館 

 

市
立
図
書
館
が
開
設
さ
れ
る
以
前
、
神

戸
に
は
私
設
の
図
書
館
が
あ
り
ま
し
た
。

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
、
桃
木
武

平
が
、
私
財
を
投
じ
て
収
集
し
た
資
料
を

葺
合
生
田
町
二
丁
目
の
自
邸
で
公
開
し
た

「
桃
木
書
院
図
書
館
」
で
す
。 

桃
木
武
平
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
神
戸
村
（
現
中
央
区
）
に
生
ま
れ
、

八
歳
の
時
に
母
の
生
家
で
あ
る
大
松
家
に

養
子
に
入
り
ま
し
た
。
兵
庫
北
濱
（
現
兵

庫
区
東
出
町
）
で
代
々
造
船
業
を
営
ん
で

い
た
家
業
を
継
ぎ
、
廻
船
問
屋
の
経
営
や

船
舶
用
材
木
の
売
買
も
行
い
ま
し
た
。
明

治
二
十
五
～
六
年
（
一
八
九
二
～
三
）
に

は
市
会
議
員
を
務
め
、
市
議
会
で
水
道
敷

設
計
画
が
生
じ
た
際
『
神
戸
市
水
道
敷
設

方
策
』
を
著
し
、
時
期
尚
早
論
を
訴
え
ま

し
た
。 

三
十
歳
余
の
頃
、
病
弱
の
た
め
静
養
を

図
り
な
が
ら
、
国
史
の
研
究
、
な
か
で
も

海
事
の
沿
革
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
、

古
今
の
資
料
を
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
た

よ
う
で
す
。 

海
事
資
料
の
収
集
や
造
船
史
研
究
家
と

し
て
知
ら
れ
た
人
物
で
す
が
、
図
書
館
界

に
も
そ
の
足
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

京
都
大
学
で
発
足
し
た
図
書
館
研
究
団

体
「
関
西
文
庫
協
会
」
の
会
員
で
あ
っ
た

桃
木
武
平
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
○

一
）
第
六
回
例
会
で
、
関
西
地
方
の
蔵
書

家
が
所
蔵
す
る
図
書
の
総
合
目
録
を
作
成

し
よ
う
と
い
う
提
案
を
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
養
老

館
圖
』
に
は
桃
木
武
平
に
よ
る
由
来
書
が

あ
り
、
桃

木
書
院
所

蔵
の
古
図

を
明
治
三

十
九
年
十

二
月
中
旬

に
帝
国
図

書
館
（
現

国
立
国
会

図
書
館
）

初
代
館
長
の
田
中
稲
城
の
求
め
に
応
じ
て

写
し
た
と
あ
り
ま
す
。
養
老
館
と
は
岩
国

藩
藩
校
で
、
旧
岩
国
藩
士
で
あ
っ
た
田
中

館
長
は
、
桃
木
書
院
に
来
館
し
た
折
、
こ

の
図
を
見
て
「
珍
し
き
も
の
な
り
」
と

言
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

明
治
三
十
五
年
（
一
九
○
二
）
一
月
二

十
六
日
に
行
わ
れ
た
桃
木
書
院
図
書
館
の

開
館
式
で
は
、
京
都
大
学
図
書
館
長
の
島

文
次
郎
を
は
じ
め
、
招
聘
さ
れ
た
数
名
の

京
都
大
学
教
授
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
列
者
は
、
約
七
十
名
ほ
ど
で
女
性
や
僧

侶
の
姿
も
見
ら
れ
た
と
当
時
の
新
聞
は
報

じ
て
い
ま
す
。 

桃木書院図書館全景 

桃
木
書
院
の
蔵
書
は
、
国
史
に
関
す
る

資
料
を
中
心
と
し
て
お
り
、
約
二
万
五
千

冊
で
し
た
。
そ
の
他
の
資
料
と
し
て
、
親

交
の
あ
っ
た
神
戸
ゆ
か
り
の
画
家
で
あ
る

若
林
秀
岳
か
ら
贈
ら
れ
た
開
港
前
の
神
戸

を
描
い
た
画
帖
『
神
戸
覧
古
』
や
、
武
平

の
求
め
に
応
じ
て
秀
岳
が
写
し
た
明
治
初

期
の
町
絵
図
な
ど
も
蔵
書
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
開
館
日
は
土
日
の
み
、

手
紙
に
よ
る
調
査
相
談
業
務
も
行
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。 

当
時
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
資
料
が

あ
り
ま
す
。
法
哲
学
者
の
恒
藤
恭
が
神
戸

衛
生
院
に
入
院
し
て
い
た
時
期
の
日
記
に
、

桃
木
書
院
図
書
館
を
訪
れ
る
く
だ
り
が
あ

り
、
「
四
十
三
四
の
（
中
略
）
背
の
低
い

人
が
帳
面
に
住
所
姓
名
を
書
か
せ
た
」

「
机
が
高
す
ぎ
る
」
な
ど
、
在
り
し
日
の

様
子
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
希
少
な
記
述

が
見
ら
れ
ま
す
。 

そ
の
後
、
桃
木
書
院
図
書
館
は
、
東
出

町
へ
移
り
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一

○
）
に
閉
鎖
さ
れ
ま
し
た
。
蔵
書
の
一
部

と
備
品
は
、
神
戸
市
立
図
書
館
に
寄
付
さ

れ
、
和
漢
の
古
典
類
は
京
都
大
学
へ
寄
託

さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
四
年
三
月
、
台
北
帝
国
大
学
（
現

国
立
台
湾
大
学
）
図
書
館
が
、
神
戸
の
古

本
屋
白
雲
堂
を
通
し
て
桃
木
書
院
の
蔵
書

を
購
入
し
ま
し
た
。
当
時
の
大
学
の
記
録

で
は
、
「
桃
木
文
庫
五
四
○
部
四
八
七
九

冊
」
と
な
っ
て
お
り
、
京
都
大
学
へ
一
時

寄
託
さ
れ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
国

立
台
湾
大
学
図
書
館
に
は
日
本
語
古
典
籍

が
多
く
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
桃
木
文
庫
に

つ
い
て
は
鳥
居
フ
ミ
子
氏
に
よ
っ
て
詳
し

く
調
査
さ
れ
、
昭
和
五
十
七
年
に
目
録
が

作
成
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
一
年
に
出
版
さ
れ
た
『
国
立

台
湾
大
学
図
書
館
典
蔵
日
文
善
本
解
題
図

録
』
で
は
、
桃
木
文
庫
の
『
古
事
記
』

『
日
本
書
紀
』
が
図
録
中
「
第
一
の
尤

品
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。 

桃
木
武
平
は
、
昭
和
四
年
四
月
、
海
事

史
料
研
究
を
楽
し
み
に
行
っ
た
台
湾
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。
彼
の
残
し
た
も
の
は
、

神
戸
市
立
図
書
館
の
基
礎
と
な
り
、
ま
た

海
外
の
図
書
館
で
も
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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